
年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

◆ :小僧寿し・宅配クック123幸田店

◆ :令和8年2月～現在

◆ :2名

＜目的＞

＜成果＞

◆

◆ 連携した結果に対する意見または評価

定期的な清掃を含め、複合施設に於ける他店舗様との繋がりを強化、

理解を深めることになった。

◆ 今後の連携強化に向けた課題

複合施設内のため、清掃を続けていき更なる協力体制を強固にしていきたい。

令和8

活動内容の追加コメント

複合施設となり、様々な店舗が入っているため周りの

店舗様にも良い活動ができたかと思う。

今後も、近隣の方々からも愛される場所になれるよう

に活動をしていきたい。

：回数を重ねるにつれ、

　店舗周りの細かいゴミも清掃でき

た。

：店舗周りの道が綺麗になった。

：定期的な清掃として

　実施していきたい。

◆

◆

◆

実施した結果

得られた成果

課題点

:社会との相互理解を深め、障がい者

  雇用の確保とイメージアップを行い

  地域における利用者の活動の場を広げる。

：人材不足が課題となっている

　企業様と連携を図り、地域に貢献していく

　障害者雇用の促進、労働力の確保

：一般就労に向けた訓練や実務経験の機会を

　提供し、就労に必要なスキルの習得を図

る。

◆
地域連携活動の

ねらい

◆
地域にとっての

メリット

◆
対象者にとっての

メリット

利用者数

:人材不足の対応として、障害者の対応できる

  複合施設店舗外の清掃作業を切り出し、

  施設外就労により働く場づくりを行った。

活動場所

実施日程

◆
実施した生産活動

施設外就労の概要

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 みらいふ

住　所 岡崎市上和田町字南屋敷1番地 ｻｳｽｼｬﾄｰ102号

23131019

渡邉信也

令和7年度電話番号 0564-53-6777

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 みえるみらい　株式会社 担当者名 楠元　恵子

様式１


